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17） 鍛は筑前の「分古銭」の ₁ / ₃ に評価されている。この ₁ / ₃ という比につき参考となる事例が他地方
にある。越前・畿内で，非基準銭から昇格して政策的に基準銭として事実上採用された銭が旧来の基
準銭の ₁ / ₃ に評価されるという現象である。具体的には，1570年代の越前において非基準銭「並銭」
「次銭」が旧来の基準銭の ₁ / ₃ に評価された現象と，本稿冒頭でも言及した，天正10年（1582）の織
田信長の暗殺直後に出された，最悪銭以外全てを基準銭の ₁ / ₃ に評価する法である（前掲註（₆）拙稿）。
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出納にかかりその銭が上銭と認識され記録されたということだけである。
　上銭の価値であるが，小葉田氏は，当時「上銭」と称された銭一般につき，精銭の ₁ / ₂ から
₁ / ₄ 程度の価値であったとの推定を示している₂₃︶。また参考となるのが『鹿苑日録』の記録で
ある。慶長 ₄ 年 ₅ 月11日条に，福勝院の葬礼に際し，「五百文，藤九郎ニ遣，瑞雲院之時ハ弐百
19） 『新編香川叢書』史料編二「生駒家宝簡集　乾」，pp. 1006–1007。







































24） 慶長 ₈ 年（1603） ₅ 月に瑞雲院13回忌法要が行われ（『鹿苑日録』慶長 ₈ 年 ₅ 月19日条），同12年
（1607） ₅ 月に同17回忌法要が行われている（同12年 ₅ 月23日条）。これらから逆算すると瑞雲院の没
年は天正19年となる。
25） 前掲註（₃）拙稿。
26） 前掲註（21）小葉田著書。
27） 前掲註（21）小葉田著書，p 221。
